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198Auによる肝臓の面スキヤニングは肝臓部腫癌に関
して不可欠な検査法となっているが，特に小児の場合幼
若な者あるいは重症例においては大動脈造影等は不可能
な場合が多いので，その診断能を強調したい。肝広範切
除後の肝再生の程度はアイソトープ検査法以外では知り
難い。 
131IローズベンガJレを用いた面スキヤニングは，総胆
管嚢腫，失天性胆道閉鎖症の診断の有力な方法である
が，特にシンチカメラ技術の導入により計時的変化の追
求が容易になりその診断能はさらに上った。
これらの点について自験例に関して考察を加えたい。 
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Cerebrovascular accidentと云われる疾患、群の中に
は，頭蓋内出血，脳硬塞，頭蓋外動脈狭窄または閉塞，
高血圧脳症などの多くの疾患が含まれている。しかしな
がら，これらの疾患にたいしては，脳卒中と云う診断名
の下に，専ら内科的保存療法が行なわれて来た。意識障
害の強いものは，なんら積極的な治療することなく放置
されていることが多く，比較的軽度の発作をみたものに
たいしては，後遺症を軽減すベく充分な努力が払われて
いたとはいえない。今日，頚動脈写， Echoencephalog-
raphy Ventriculogaphy，E.E.G.など診断技術の進歩
に伴い，これらの疾患は発作後早期に，鑑別診断可能と
なり，特に，脳内出血，内頚動脈閉塞症は外科療法の対
象となりうるようになった。われわれは，重篤例にたい
し，先ず救命を第一にし，しかる後に後遺症を軽減する
と云う態度で臨んでいる。過去一年，われわれの教室で
少数例ではあるが，手術経験を有し，これらを供覧し，
脳卒中の外科療法に若干の考察を加えた。 
15.興味ある心血管手術症例について 
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最近3年間の教室に於ける心血管系手術症例は心疾患 
17例，動脈疾患 58例，静脈疾患 4例，計 79例である。
関心術にはすべてビニールシート人工肺に血液稀釈法
を併用して体外循環を応用し，今日まで全例に成功して
いる。非関心手術では特に虚血性心疾患にたいする 
Vineberg手術，房室ブロックにたいするペースメーカ
ー移植術等について報告する。
動脈疾患 58例中大動脈癌 8例，その他の動脈癌 13例
であり， うち l例は Marfan症候群に合併した二重大
動脈癌である。閉塞性動脈疾患は特に増加の著しい傾向
にあり，うち脈無病，非定型大動脈縮窄症，腎血管性高
血圧，閉塞性動脈硬化症等の手術症例について述べる。
静脈系では Budd・chiari症候群および静脈血栓症にた
いする FogartyCatheterによる血栓摘除法について
報告する予定である。 
16.兎唇，口顎裂の形成手術について 
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教室の最近 10年聞における，兎居および口蓋裂の形
成手術例は約 200例である。微細にこれをみると，症例
は逐年増加の傾向にあり，岡山大学および徳島大学の統
計と同様の傾向がある。 これらの中には， Pies-Robin 
氏症候群，横顔裂等も含まれていて，興味深いものもあ
る。この聞に演者らの経験したことは，次の様にいう事
が出来る。 1)兎居，付)Le・Musieur法は上唐の Cupid-
beauが著明に快復する。(ロ)Millardの Advance 
Methodは外鼻の形成に有利である。村両側兎居後遺
症の再形成には Abbe氏の皮膚筋肉弁移植が有効であ
る。 2)口蓋裂， μ)口蓋裂は機能(言語)快復を主眼と
すべきであり，その点からなるべく Push-back法，咽
頭粘膜弁形成術が望まれる。但し Pier-Robin症候群等
にて緊急に閉鎖の望まれる時は， Langen beckの原法
によるのも止むを得ない。(吋顎間骨(切歯骨)などの
変形の著しい例は，手術前に歯科的矯正処置を併用する
と有効である。
これらの所見を，実際の症例について報告し，御批判
と御教示を仰ぎたい。
